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に把握することは難しい状況です。解決できるソリューショ
ンを持っていたとしても、課題にたどり着くことができな
い、また遠く離れた地域だからこそ、不確定要素が多く進出
するリスクが高まってしまいます。こういった課題にチャレ
ンジするのがEDGEofの「Planetary Insight Center」です。

Daniel Goldman（EDGEof）氏（中央）

Planetary Insight Centerでは、シミュレーションゲーム
の理論を使って、遠く離れた地域の課題を把握し何度も解決
策を試行することに挑戦しています。何度もシミュレーショ
ンをすることで、リスクを低減しより不確定要素の多い地域
においても簡単にプロジェクトを実施していく方法を考えて
います。Goldman さんは「シミュレーションができること
で、より複雑な問題を理解することができ、それによって解
決策も導きやすくなる」といいます。AI を活用して専門家
の知見を大量に解析し、VRを使ってそのシミュレーション
を体感できるようにします。日本であれば、気候変動を考慮
した災害対応の検討の際に活用できる可能性があるとのこと
でした。また、ゴールドマンさんは、こういったシミュレー

ションはその後行動に移すことが重要だといいます。シミュ
レーションとこれまでの経験を踏まえて、行政、研究者、企
業、学生が議論し、ビジョンを共有することが重要だと強調
しました。

現在、エチオピアの農業の生産性向上に向けたプロジェク
トが実施されており、衛星データを活用してタブレット上
にサンドテーブルを作成し、エチオピア農業の灌漑、肥料、
種、製品輸送の課題を明らかにし、解決策を検討していると
のことでした。また、同じく EDGEof の Porter さんからは
「EDGEof はアイディアのある人が自らどんどん発信し、創
造力とコラボレーション生み出す、そんなプラットフォーム
を目指している。新しいものを生み出す本当の信頼関係、関
係構築が重要だ」とコメントがありました。

課題が複雑化し、また多様なステークホルダーが絡み合う
現代において、バーチャル上でいくつものシミュレーション
をし、過去の手法と比較していくことは、新しい技術やビジ
ネスモデルを導入する際の不確実性を下げるという点におい
て、とても重要になってくるでしょう。

３  社会的インパクト投資の世界的トレンドと可能性（2019
年11月開催）
続く第３回目のDII セミナーでは、SDGs などの社会的課
題と資金との関係性に焦点を当てました。SDGs は、その前
身であるMDGs（Millennium Development Goals 2）が貧
困や飢餓などの途上国の課題に重点を置いていたことと比較
すると、先進国の抱える課題（健康福祉、ジェンダー、ディー
セントワーク、気候変動、海洋等）にも対象を広げているこ
とに特徴あります。2014年に行ったUNCTADの試算では、
SDGs を達成するには、ODAに加え 3兆ドルが必要だと言
われており、民間企業や金融機関の関与も重要であるとされ
ています。こういった背景から近年、ESG（Environment, 
Social, Governance）投資への関心も高まっているところ
です。

2. 2000年 9月にニューヨークで開催された国連ミレニアム・サミット

で採択された国連ミレニアム宣言を基に開発分野における国際社会

共通の目標です。極度の貧困と飢餓の撲滅など、2015年までに達成

すべき8つの目標を掲げられました。パネルディスカッションの様子
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この回では、広くはESG投資の１つとされている社会的イ
ンパクト投資で長年の実績があるインドのAavishkaar とシ
ンガポールのPatamar Capitalの創設者をお招きし、どのよ
うな起業家に投資し社会・経済的インパクトを生み出してき
ているのか、そのメカニズムについてお話を伺いました。ま
た、日本における現状については、INCJの佐藤哲さんにお話
しいただきました。

Vineet Rai（Aavishkaar）氏

Aavishkaar は世界に先駆けてインドで 20年以上にわ
たって社会的インパクト投資を実施しています。代表の
Vineet Raiさんは「社会的インパクト投資という言葉ができ
る前から、社会課題解決をするソーシャルベンチャーに投資
をしてきた」と言います。自身もインドで決して裕福な家庭
では育ってこなかった彼は、インドの貧困と格差問題にチャ
レンジする起業家（廃棄物の処理、農村地区の生産性の向上）
へ投資することで、それらの問題を解決に導こうとしてきま
した。投資先は、低所得者をターゲットにしたビジネスでは
あるものの、貧困層に直接投資するのではなく、貧困層を助
けるという強い意志とそれをビジネスに変えるスキルを持つ
起業家に投資をしています。また、Aavishkaar Groupとし
て、VC、マイクロファイナス、融資、コンサルティングなど
様々な機能を持つ企業をグループ会社とし、エコシステムを
形成しているところに大きな特徴があります。

Patamar Capital は、 東南アジアを中心に 15年ほど社会
的インパクトファンド行っています。代表のBeau Seil さん
は、「新興市場では、政府の政策や資金を待っていたら社会課
題解決は進まない、民間の力が重要だ」といいます。教育やヘ

ルスケアなど政府が担う機能を提供している起業家に投資を
し、社会的インパクトを目指します。一方で、これから数十
年は安定した人口増が予測されており、大きな経済成長が見
込まれている東南アジアで投資をすることで、経済的リター
ンも成立させるという戦略です。ただ、現地で起業家を見つ
けることは簡単ではありません。ファミリーオフィスなど、
現地のネットワークを持つ現地の名士とのネットワークをき
ちんと構築することが、成功のカギになると述べました。

INCJ の佐藤さんによると、近年日本においても社会的イ
ンパクト投資への投資額も増えてはいるものの、世界と比較
するとまだまだ規模が小さいのが現状、とのこと。日本でイ
ンパクト投資の課題として、同分野の投資家が少ないこと、
ファンドマネージャーの経験が不足していること、インパク
ト投資に関連する関係者の連携が不足していることなどが挙
げられました。

４  ラストマイルで必要とされるテクノロジーとは：実証実
験による検証とインパクトの計測（2019年11月開催）
2019度最後のDIIセミナーは、途上国にテクノロジーを
届ける活動を行うコペルニク代表中村俊裕さん、JICAで
SATREPS( 地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム )
を担当されている栗栖昌紀さんをお招きしました。コペル
ニクは2009年に設立後、インドネシアを中心に①技術普及
（Technology Distribution）、②アドバイザリーサービス（Last 
Mile Consulting）、③実証実験（Experimentation）を行って
きた団体です。実際にSDGsの課題を解決しうる技術を、いか
に現場に届けていくのか、そのヒントをお話しいただきました。

破壊的・インクルーシブイノベーション

SDGs達成のためのヒント

Beau Seil（Patamar Capital）氏
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中村さんによると、団体設立当初は、世の中にある多くの
良い技術を途上国の課題解決につながる技術普及を行ってき
たとのこと。ソーラーライトや浄水器など現地の人が購入で
き、継続的に使用できるような販売の仕組みを整えられてき
ました。それが、近年、ランダム化比較試験（RCT）が開発
分野において注目されることで、コペルニクの活動内容も変
化してきたといいます。

ランダム化比較試験（RCT）は、ソリューションを提供した
場合としていない場合とで比較し効果を測定するものです。ラ
ンダム化比較試験（RCT）の大きな難点は、莫大な予算がかか
ることと、検証のための時間がかかることでした。これでは、
実際の現場では回していくことができない、と考えた中村さん
は、小さいサンプル数で、速く短い期間で検証するリーンな実
証実験（Lean Experimentation）を始められました。「これは
RCTでいうエビデンスではありません。われわれは『シグナル
（兆し）』と呼んでいます」と中村さんは言います。

大規模な実証実験ではなく小さく実施したとしても、製品
の効果の「兆し」が見られれば企業や国際機関にとっては、
進出の判断材料にすることができるとのこと。実証実験の結
果を踏まえて製品の改善につながったり、リスクの低減につ
ながると述べられました。これまでに、泥炭火災による煙の
ための簡易空気清浄機の導入実験、唐辛子入りのネズミ駆除
薬、ソーラードライヤーによるカカオ豆の天日干しなどの実
証実験をされてきたとのことです。

一方で、「こういった実証実験にはまだまだ資金がつきに
くいのが現状」と中村さんは言います。今後はこれまでの実
験で確立してきたアプローチを一般化し、「これはいける」、
「難しそうだ」、「追加調査が必要」といったことが可視化で
きればと、抱負を述べられました。JICAの栗栖昌紀さんから
は、SATREPでも社会実装を求めていく傾向にあり、市場調
査や実証実験が重要になるので連携できたら、とのコメント
がありました。

シリーズ化したDIIセミナーは、いずれの回においても60
名以上の参加がありました。参加者からは、「具体的な事例
を聞けてよかった」、「もう少し詳しく聞きたかった」といっ
た声が挙がり、SDGs という大きな目標を前に具体的どのよ
うな策を講じるべきか、行政も企業も大学も迷いながら進ん
でいることが伺えます。いずれの講演においても、SDGs の
ような社会課題を解決に導くには、強いローカルとのネット
ワーク、これまでとは異なるアクターとの柔軟な連携が求め
られていくことが、説得力を持って示されていました。今後、
各スピーカーの個々のストーリーから得られるヒントを整理
し、SDGs 資する科学技術イノベーションの要素を抽出し提
示されることが期待されます。

中村俊裕（コペルニク）氏 パネルディスカッションの様子
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